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Cefroxadine (CGP-9000)の 呼吸器感 染症 に対す る検討

林 泉

いわき市立総合磐城共立痛院呼吸器科

Cefroxadine (CGP-9000, CXD)を 呼吸器感染症 に使用 し,以 下の結果を得 た。

対象は,肺 炎5例,気 管支 炎10例 の計15例 であ り,1日 投与量は1gな い し29で,4回 分割

投与を行 った。臨床効果 は 著効9例,有 効4例,や や 有効例は0,無 効1例,不 明1例,有 効率

92.9%で あ った。15例 全例 に関 して,生 化学的検査,末 梢血の検査および自他覚的に本 剤による と

思われる副作用は認め られなか った。

は じ め に

PC系 お よびCephalosporin系 薬 剤 が近 年 の抗 生物 質

の中心的役割 を演 じて い るが,そ れ らも年 々改 良 が 加 え

られ,よ り有効 に,よ り毒 性 の弱 い ものへ と進 歩 しつ つ

ある。

Cefroxadine (CGP-9000, CXD)は1972年 スイ スCIBA-

GEIGY社 で 開 発 されたCephalosporin系 抗生 剤 で,

Fig. 1の よ うな構造 式 を有 す る。 メ トキ シ基 を導 入 した

てとによ り既存 の経 口 セ フ ァ ロス ポ リンよ りさ ら に有効

で,毒 性 も弱 い とされ る。 抗 菌 ス ペ ク トラ ムは グ ラ ム陽

性菌および グ ラム陰 性 菌 に対 し広 い 抗菌 活 性 を示 し,そ

の抗菌力 はCEXよ り強 く,短 時 間 で 強い 殺 菌,溶 菌 作

用 を示す1)2)。

今回われ われ は呼 吸器 感 染症 に対 す る本 剤 の治 療 効果

を検討す る機会 を得 た ので 報告 す る。

Fig. 1 Structure of CXD

7ƒÀ-•kD-2-Amino-2-(1, 4-cyclohexadienyl)-acetamido 〕
-3-methoxy-ceph-3-em-4 -carboxylic acid

臨 床 成 績

1) 対象と薬剤投与法

呼吸器感染症15例 にCXDを 経口投与 した。成績の

概要をTable 1に 示 した。

症状の程度は軽症および中等症であ り,重 症例は投与

の対象より除外 した。

対象はいわ き市立総合城磐共立病院呼吸器科を受診 し

た15例 の呼吸器感染症患者であ り,男 性5例,女 性10例

である。年齢は15歳 から68歳 で,肺 炎5例,急 性気管支

炎10例 である。

投与方法 はいずれも経 口で,1日4回 と した。

投与量は1日1,000mgが12例,2,000mg1例,は

じめ2,000mg,あ とで1,000mgと したものが2例 であ

る。

投与期間 は7日 間3例,10日 間2例,14日 間8例 で,

4日 で中止 した もの1例,250mgず つ合 計6回 で 中止

したもの1例 を含む。投与総 量は1.5gか ら28gま で

であった。

2) 有効性判定の基準

臨床効果の判定には臨床症状(咳,痰,発 熱,胸 痛,

胸部 ラ音,呼 吸困難,チ アノーゼな ど)お よび検査成績

(細菌学的所見,赤 沈値,白 血球数,CRP値,胸 部 レ線

写真所見など)の 改善を指標 と したが,わ れわれは判定

の基準を概ね次のよ うに設定 してい る。

著効:喀 痰中から病 原 菌が 消 失あるいは 著明に減少

し,臨 床症状の改善が速やか でかつ著 しく,投 薬3日 以

内に改善傾向が認められた もの.

有効:喀 痰中か ら病 原 菌が 消 失あるいは著 明 に減少

し,臨 床 症 状の 改 善が投薬1週 間以 内に認め られたも

の,お よびてれに準ず るもの.

やや有効:細 菌学的な効果 を認め るが臨床症状の改善

が少なかった もの,ま たは細菌学的な効果はなか ったが

投薬1週 間以内に臨床症状の改善が得 られた もの。

無効:細 菌学的 にも臨床的 にも改善の認め られないも

の,あ るい は増悪 した もの。

3) 成 績

CXDの 臨床 効果を総合的に判定すると,肺 炎では投
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Table 1 Therapeutic effect of CXD on respiratory tract infection

与5例 中著効1,有 効2,無 効1,不 明1で,改 善率 は

4例 中3例75%で あ った。気管支炎では10例 中8例 に著

効,有 効2例 で 有効率100%で あ った。肺炎,気 管支炎

合わせると14例 中13例 に有効で,有 効率は92.9%と な

る。

基礎疾患に注 目して 臨床効果を 総 合 的に 判定すると

Table 2に 示 した 如 く,基 礎疾患な し5例 中著効5例,

気管支喘息4例 中著効1,有 効2,不 明1,陳 旧性肺

結核+気 管 支 喘 息1例 は著効,陳 旧性肺結核1例 は著

効,糖 尿病1例 も著効,横 隔膜弛緩症1例 と肺線維症1
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Table 2 Therapeutic effect of CXD on respiratory tract infections

Table 3 Bacteriological response

Table 4 Clinical effect on organism

* N.D.=Not determ

例はともに有効,イ ンコによる過敏性肺炎は起炎菌は消

失したが胸部 レ線上不変なので無効 と した。す なわち基

礎疾患のない単純 な急性群では治療効果は完全であり,

肺結核や糖尿病を有 していて も病状が安定 しているもの

の急性感染症では優れた治療効果を示 した。 しか し気管

支喘息,横 隔膜弛緩症,肺 線維症 など呼吸器に機能的,

器質的に病変のあるものに対 しては治療効果がやや劣 っ

た。

分離菌別臨床効果をTable 3,4に 示 した。15例 か ら

菌が分離された ものは13例 で延べ15株 であった。その う

ち10株 はグ ラム陽性 菌で,H. influenzaeの1例 に臨床

効果が 無効であり,1例 に 不 明の 他 は13例 とも有効 も

しくは著効であ った。細菌学的効果はH. influenzaeと

S. pneumoniaeの 混合 感染でやや 菌が 減少 したの と,

α-Strept.の2株 が 不変であ った他 は11株 が 消失 した。

ただ し,本 剤使用前に起炎菌が同定 されなか った肺炎1
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Table 5 Laboratory findings before and after administration of CXD

B: Before, A: After

Fig. 2 Case No.4 K. K. 68y. o. m. 52kg. pneumonia (Old TB)
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例に,使 用後Klebsiellaが 検出された。 しか しこの症例

は臨床的には著効であった。

臨床検査値を一括 してTable 5に 示 したが 特に異常

値を示すものはなか った。

次に代表的な症例について記す。

症例5 68歳男,肺 炎(Fig. 2)

昭和39年肺結核で両側胸廓整形術,現 在外来にてINH

単独治療中。昭和53年8月1日 よ り発熱,咳,痰 を伴い

8月8日 受診 し左肺炎 と診断,喀痰から α-Streptococcus

分離した。本剤投与後4日 目には症状 が改善 し,1週 間

後の胸部レ線では陰影はわずかに残存する程 となり,2

週後には完全に治癒 した。本剤は14日 間投与 され,副 作

用は出現 しなか った。

4) 副作用

症例4の 気管支喘息を基礎に有 し,外 来で管理 中右下

肺野に肺炎を併発 した65歳女性において1日4回,1回

250mgを 投与 し,2日 目第5カ プセルを 内 服 した約30

分後,軽 い胸部不快感がありそのまま放 置 しす ぐ改善 し

た。しか し,さ らに6時 間後第6カ プセルを内服 した と

ころ今度は喘息発作様症状を呈 し,胸 部苦悶感 と呼吸困

難を覚えた。ベ ッド内で安静に して約20分 後正常に戻 り

次から投薬 を 中止 した。めまい。嘔気,発 熱,シ ビレ

感,頭 痛,意 識陣害,胸 痛,腹 痛 などはなか った。 この

症例はピリン系に薬剤ア レルギーを有す るが,他 の抗生

剤では,ア レルギー変化を示 したことはなか った。本剤

6カプセルのみの使用で中止 し,1週 間後の胸部 レ線 で

は肺炎は消失 していた。 白血球数 も正常化 し,CRPも

陰性化 し,症 状 も改善 したが薬効は不明 と判定 した。

その後急性気管支炎で再度来院 したので,患 者の了解

を得て,充 分 注 意をは らい本剤1日750mg1週 間再

投与する機会を得たが,ま った く異常を認めなか ったの

で前回起こした症状は本剤によるものとは考えられなか

った。

他の14例に関 しては生化学的検査,末 梢血の検査,自

他覚的に副作用 と思われ るものは認め られなか った。

考 察

Penicillin系薬剤とならんでCephalosporin系 抗生剤

が今日の抗生物質の主 流 であ ることは周 知の通 りであ

る。グラム陽性菌および陰性菌に対するCXD抗 菌力を

in vitroおよびin vivoに おいてCEX , CEDと 比較 検

討した実験成績2)で は,こ れ ら3剤 のMICは ほとん ど

同じであるがK. pneumoniaeお よびE. coliに 対する

殺菌作用はCXDが 他 の2剤 に比べす ぐれ,ED50に お

いてもCXDが2～7倍 す ぐれ,LD50で もCXDは

CEXに 比 しよ く忍 容 した。 また,CXDとCEXと の

抗菌力の比較成績3)で は,両 者は同様 な抗菌スペク トル

を有 し,Staphylococcus, E. coli, Salmonella, Klebsiella

sp., イン ドール(+)Proteusな どの β-lactamase産 生

菌に対 し有効 であるが,Pseudomonas sp., Enterobacter

cloacae, Serratiaに は両者 とも抗菌作用 を持た ないこと

がわか った。in vivoで も β-lactamase(+)E. coli感

染 マウスではCEXよ りはるかに 優 れ た成 績 をおさめ

た。また,CXDの 吸収4),排 泄5)はCEXと ほぼパ ラ

レルであ り,組 織内分布のもCEXと ほぼパ ラレルと考

えられた。

今回われわれが本剤の臨床投与を行 った対象は軽症 な

らびに中等症の呼吸器感染15例 である。 これ らの症例群

の背景は先に述べたが本剤 の投与量は1日1gの 単独投

与 で充分であ り,基 礎疾患と感染症の程度で1日2gを

投与すればなお確実であろ うと思われた。
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CLINICAL STUDIES ON CEFROXADINE (CGP-9000) IN THE

TREATMENT OF RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

IZUMT HAYASHI

Division of Respiratory Disease, Iwaki City Hospital

Clinical investigations were performed on Cefroxadine (CGP-9000, CXD) a new orally synthetic Cephalo-

sporin.

CXD was administered to total 15 cases of respiratory tract infections, at daily dose 1.0•`2-0 g for 7•`14

days to 5 cases of pneumonia and to 10 cases of bronchitis. Clinical response of CGP-9000 was excellent in

9 cases, good in 4 cases, ineffective in 1 case and unknown in 1 case.

No marked side effects were observed with CXD administration.


